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31　　　　　 ヒ トパ ピロ ー
マ ウイル ス 16 型の E

7遺伝子産物に対す る血 清抗体の検出
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32　　　　 HPV16型E7領域を介 した ラ ッ ト胎仔初

代培養線維芽細胞の形質転換過程に お ける細胞骨

格 の 変化
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　 （目的）　 子宮頚が ん と ヒ トパ ピロ ー
マ ウイ

ル ス （HPV ）の 関係 を解析す る にあた り癌組織

のDNA レ ベ ル で の 解析 は進ん で い る 。 しか し、

感染経路の解明とその遮断に よる子宮頚がん発

症 の 予防 の た め に はHPV に 対する免疫応答 の 解

明が極め て 重要と考えら れ る。

　 （方法）　 我 々 は 子宮頚が ん に最も多 く見出

さ れ る HPV 　16 型 の E7 蛋 白質を大腸菌 に非融

合の形で発現 し精製する ことに成功 して い る 。

本蛋 白を抗原 と して 、ヒ ト血 清中の 抗 E7 抗体

の 有無をWestern　blot法を用 い て 検出す る こ と

を試 み、子宮頚が ん患者 、 前癌病変の 患者お よ

び他の疾患患者に お い て HPV 　16 型の 感染の 有

無が血清学的に診断可能か否かを検討 した 。 ま

た、同
一患者 に お け る子宮頚部に お け る HPV16

型 の DNA の 検索をPCR 法を用 い て行な っ た。

　 （成績）　 抗 E7 抗体 の 陽性率は 子宮頚が ん

患者に お い て 10 ／ 70 （14 ．2 ％）で あ り、

CIN患者で 0／ 49 （0 ％〉で あ っ た 。 他が ん

患者で は 2 ／ 64 （3 ．1 ％）非 が ん 患者は 1

／ 51 （2 ％ ）で あ っ た。一
方、HPV16 型 の

DNA は 14 ／ 25 （56 ％）に検出 され その

うち 9／ 14 （64 ％）に は抗 E7 抗体陽性 で

あっ た 。

　 （結論）　 子宮頚が ん 患者及び前癌病変 の 患

者に於けるHPVI6 型 の 抗 E　7抗体 の 陽性率を非

融合E7 蛋白を用 い て 明 らか に した 。

［目的］細胞形態を規定す る細胞骨格は癌化過程

に お い て大 き く変化 して い る．子宮頸癌で も同様

で あ る．そ こ で ，ヒ トパ ピ ロ ー
マ ウイル ス （HPV）

と細胞骨格の 変化 との関連を明 らかにするため，

HPV16型 E7領域を介 したラ ッ ト胎仔初代培養線維

芽細胞（REF）の 多段階的形質転換過程における細

胞骨格の 変化を分子生物学的に解析 した．　 ［方法］

REF にそ れぞれE7単独 E7＋adenovirus5 型E　l　b，

E 了＋活性型 c−H−ras の組み合わせで遺伝子導入を

行 い ，永代増殖能を獲得したク ロ
ー

ン （TF1 ），足

場非依存性増殖能を獲得 したク ロ
ー

ン（TF2）， 造

腫瘍能を獲得 した ク ロ
ーン（TF3 ）を得た．こ れ ら

の 形質転換細胞に おい て ，act 瓦 　α
一smooth

muscle （SM）actin の 量的質的変化を検討 した．

［成績］ 1）抗actin 抗体を用 い た免疫細胞染色で

は，REF ，　 TF1 ，　 TF2 で stress 　fiberの 形成を認

め た．2）抗 α
一SM　 actin 抗体を用 い た細胞染色で

はREF の みに stress 　fiberの 形成を認めた．3）抗
actin 抗体を用い たウ エ ス タ ン ブ ロ ッ ト法で は t

actin 総量 の 発現量 は REF と各形質転換細胞の 間

に差を認 め なか っ た．4）α
一S鹽 actin タ ンパ クは

E7導入 により著明 に減少 した ．5）α
一SM　actih に

特異的な cDNA プ ロ
ー

ブを用 い たノザ ン プ ロ ッ ト法

によりα　−SM　actin タ ン パ ク量の減少は皿RNAの 発

現減少に起因す る こ とが確認 され た，　 ［結論］1）

E7領域を介 したラ ッ ト胎仔初代培養線維芽細胞の

形質転換過程にお い て はactin およ びそ の ア イ ソ

フ ォ
ーム の 量 的お よび質的変化が重要な役割を果

た して い る．2）HPV16型 E7遺伝子は a −SM　 actin

の遺伝子発現調節に関与 して い る可能性が 示唆さ

れた．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


